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裏面もご覧ください 

渡邉 叔子 さん 作 

 

 
  

15
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

18
日
（
土
）
人
権
市
民
講
座 

 
 
 

   

「
子
ど
も
た
ち
の
芽
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伸
ば
す
に
は｣ 

19
日
（
日
）
集
団
検
診 

20
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

24
日
（
金
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
20
時
～ 

25
日
（
土
）
健
康
講
座 

 
 
 

 

「
薬
と
健
康
食
品
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

27
日
（
月
）
陽
な
た
カ
フ
ェ 

 
 
 
 
 

稲
穂
サ
ロ
ン
（
新
一
） 

 
 
 
 
 

わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

1
日
（
土
）
谷
っ
子
ク
ラ
ブ 

 
 
 

「
生
チ
ョ
コ
イ
チ
ゴ
大
福
作
り｣

2
日
（
日
）
集
団
検
診 

結
果
返
し 

3
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

5
日
（
水
）
サ
ロ
ン
ば
ん
ざ
い
（
木
下
） 

 
 
 
 
 
 

7
日
（
金
）
ふ
れ
あ
い
昼
食
会 

 
 
 
 
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
15
時
～ 

10
日
（
月
）
わ
い
わ
い
サ
ロ
ン
（
紫
水
） 

12
日
（
水
）
い
ち
ま
る
カ
フ
ェ
（
市
丸
） 

 
 
 
 
 
 

 

1
月 

2

月 絵
手
紙
教
室 

東
谷
市
民
セ
ン
タ
ー
和
室 

1
月
24
日
【金
】
10
時
～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

1
月
の
絵
手
紙 

「

1月28(火) 
10：30～ 
  11：30 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
七
年
の
初
春
を
迎
え
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
お
過
ご
し
の
事
と
存

じ
ま
す
。
日
頃
よ
り
東
谷
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
東
谷
地

区
自
治
連
合
会
、
平
尾
台
野
焼

き
委
員
会
に
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 ま

た
、
昨
年
の
東
谷
地
区
の

行
事
に
際
し
ま
し
て
、
企
業
、

各
種
団
体
の
皆
さ
ま
の
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、
無

事
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た

事
に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
様
々
な
行
事

を
行
い
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
巳
年
で
ご
ざ

い
ま
す
。
巳
年
は
成
長
や
変

革
、
新
し
い
挑
戦
を
意
味
す
る

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

へ
び
が
脱
皮
す
る
様
に
新
し
い

自
分
に
出
会
え
る
年
と
な
る
と

も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

２
０
２
５
年
は
「
し
な
や
か

な
発
想
と
成
長
の
年
」
と
と
ら

え
、
巳
年
に
あ
や
か
り
、
柔
軟

性
を
持
っ
て
し
な
や
か
に
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

東
谷
地
区
の
様
々
な
行
事
・

活
動
を
通
し
、
今
ま
で
培
っ
た

経
験
で
良
い
と
こ
ろ
は
守
り
つ

つ
、
「
不
易
流
行
」
の
精
神
で

誰
も
が
安
全
に
ま
た
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
に
、
東
谷
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
お
手
伝

い
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
平
尾

台
野
焼
き
委
員
会
事
務
長
を
し

て
い
ま
す
、
蜷
川
新
で
す
。
昨

年
中
は
公
私
に
わ
た
り
皆
様
方

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。 

 

さ
て
、
今
年
も
「
平
尾
台
の

野
焼
き
」
の
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
等
で
ご

存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て
少
し

ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
尾
台
の
野
焼
き
は
東
谷
地

区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
あ

る
「
平
尾
台
野
焼
き
委
員
会
」

が
中
心
と
な
り
、
北
九
州
市
や

福
岡
県
、
行
橋
市
、
苅
田
町
、

小

倉

南

区

役

所
、
消

防
、
警

察
、
九
州
電
力
、
ソ
ラ
ラ
ン
ド

平
尾
台
な
ど
の
多
数
関
係
機
関

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

野
焼
き
の
準
備
は
、
９
月
の

中
旬
に
防
火
帯
の
事
前
調
査
を

行
い
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

事
業
者
に
て
防
火
帯
を
設
置
し

ま
す
。
防
火
帯
の
幅
は
20

ｍ

（
一
部
10

ｍ
の
と
こ
ろ
も
あ

り
）
で
す
。
昨
年
は
天
候
の
影

響
も
あ
り
防
火
帯
の
設
置
が
少

し
遅
れ
ま
し
た
。
１
月
か
ら

は
、
手
順
や
安
全
対
策
の
協
議

を
重
ね
、
行
政
機
関
と
の
連
絡

調
整
会
議
や
、
各
町
内
の
野
焼

き
従
事
者
と
の
実
行
委
員
会
を

経
て
、
野
焼
き
（
火
入
れ
）
を

行
う
た
め
の
準
備
に
入
り
、
例

東谷地区自治連合会 
会 長  

田村 章憲 

年
で
あ
れ
ば
２
月
初
旬
か
ら
３

月
に
か
け
て
野
焼
き
が
行
わ
れ

ま
す
。
今
年
は
２
月
８
日(

土)

に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

昔
の
野
焼
き
は
現
在
よ
り
も

広
い
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
52

年
の
野
焼
き
に

お
い
て
、
貫
山
な
ど
に
延
焼
し

犠
牲
者
が
出
た
こ
と
か
ら
、
し

ば
ら
く
中
断
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
野
焼
き
を
行
わ

な
い
と
失
火
が
多
く
、
地
元
住

民
や
観
光
客
の
安
全
確
保
を
す

る
た
め
、
ま
た
害
虫
駆
除
の
目

的
や
里
山
の
環
境
保
全
の
た
め

野
焼
き
を
再
開
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
東
谷
地

区
と
関
係
機
関
が
協
議
を
重

ね
、
防
火
帯
を
設
置
し
て
万
全

の
安
全
を
確
保
し
た
上
で
平
成

５
年
に
野
焼
き
が
再
開
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
約
３
４
０
ha

の
野
焼
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

野
焼
き
当
日
は
、
午
前
６
時

平尾台野焼き委員会
事務長 
蜷川 新 

平
尾
台
野
焼
き 

２
月
８
日
（
土
） 

を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
る
こ

と
、
そ
し
て
皆
様
の
健
康
を
祈

願
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 30

分
に
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

現
地
で
風
速
を
測
る
な
ど
し
て
、

実
施
す
る
か
ど
う
か
の
最
終
判
断

を
し
ま
す
。
続
い
て
、
山
火
事
で

犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
慰
霊
碑
に

お
参
り
し
、
全
体
集
会
に
て
火
入

れ
従
事
者
の
火
入
れ
場
所
の
確
認

や
消
防
署
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

注
意
事
項
等
の
説
明
を
し
ま
す
。

そ
の
後
、
火
入
れ
従
事
者
、
消
防

関
係
者
、
警
察
、
行
政
関
係
者
等

約
３
０
０
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

場
に
展
開
し
ま
す
。 

 

火
入
れ
従
事
者
と
消
防
関
係
者

の
展
開
と
入
山
者
が
い
な
い
か
な

ど
の
安
全
確
認
後
、
10

時
30

分

頃
を
目
途
に
消
防
ヘ
リ
の
サ
イ
レ

ン
や
花
火
の
合
図
に
よ
り
、
山
の

上
か
ら
第
一
次
の
火
入
れ
を
行
う

予
定
で
す
。
続
い
て
11

時
頃
に

今
度
は
下
の
方
か
ら
第
二
次
の
火

入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。
午
後
か

ら
は
、
ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾
台
周
辺

か
ら
南
地
区
一
帯
に
か
け
て
一
斉

に
火
入
れ
を
行
い
、
15
時
か
ら

16
時
頃
に
は
終
了
す
る
予
定
で

す
。 

 

今
年
の
野
焼
き
は
前
述
の
通

り
２
月
８
日(

土)

に
行
う
予
定

で
す
が
、
当
日
の
天
候
不
良
等

に
よ
り
延
期
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
予
備
日
は
２
月
22
日

(

土)

、
23

日(

日)

、
３
月
１
日

(

土)

、
９
日(

日)

と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
ソ
ラ
ラ
ン
ド
平
尾

台
で
野
焼
き
の
観
覧
が
出
来
ま

す
の
で
、
壮
大
な
野
焼
き
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。
ま
た
、
野
焼

き
が
実
施
さ
れ
ま
す
と
風
向
き

に
よ
っ
て
は
灰
が
降
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
洗
濯
物
等
に

は
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

も
東
谷
地
区
自
治
連
合
会
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
平
尾
台
野

焼
き
員
会
へ
の
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

野焼きの予備日  

2月22日 （ 土 ） ・23日 （ 日 ） 

3月              1日 （ 土 ） ・  9日 （ 日 ） 

※当日は、風向きによっては灰が降る恐れが

ありますので、洗濯物等干す際はくれぐれも

ご注意下さい。 

東大野神社 

 1月19日（日）13時～ 

大清水神社 

 1月19日（日）15時～ 
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 薬剤師の平川です、年に一度健康講話

を担当させていただいています 

今回は「薬と健康食品について」で講演

させていただこうと思っていますが、昨

年12月2日から新規の保険証の発行は停

止されました。皆様はマイナ保険証の事

などいろいろと聞いてみたいことがある

のではないかと思います。 

 そこで今回は質問タイムを多めに取ら

せてもらえる予定です。変化していく医

療の制度などの細かい事でも、わかる範

囲でお答えできたらと思っています。 

 それでは、当日お会いできるのを楽し

みにしています。 

 

健康づくり部会 
薬剤師 
平川 剛 

12/20 安全パトロール 

 １１月２１日(木)、旧秋月街道の呼野地区の２回目の歴史散策を行

いました。前回は大泉寺さんまで旧３２２号線の呼野町内を歩いた

ので、今回は上呼野から頂吉越えの旧西鉄バス停を折り返しのコー

スです。往路は上呼野の旧３２２号線と日田彦山線に挟まれる幅２間

の旧道を歩きました。東谷地区の旧秋月街道はところどころ残って

いますが、この上呼野から頂吉越えまでの区間が一番距離が長い区

間です。見どころは呼野町内２組の３２２号線バイパスの高架下にあ

たる場所にある、二宮さん宅の二市一郡新四国霊場不動堂から頂吉

越バス停にかけて「吉原鉱山開発記念碑」、「ＪＲ日田彦山線金辺トン

ネル」「跨線水路橋」があります。金辺トンネルは旧小倉鉄道時代に大

変な難工事を経て完成したトンネルで将来の複線化を見据えた大き

目の物でしたが残念ながら複線化することはありませんでした。頂

吉越えバス停を折り返し復路は新３２２号線バイパス沿いを通りお

糸池を見て戻りました。呼野公民館まで戻ったところで中川公民館

長さんのご厚意で地元のおいしいシフォンケーキをごちそうになり

ました。少し疲れた体に優しい甘みのおいしいケーキでした。ありが

とうございました。 

東谷郷土資料館  館長  西田 順一 

吉原鉱山開発記念碑    
将来の複線化に備えて掘られた 

金辺トンネル 

３２２号線バイパスから見える旧日本

セメント三千五百ｔ大型サイロ跡   跨線水路橋   

 去る10月２日、北九州市年

長者の祭典において稲穂の会が

優良クラブとして市長褒賞を受

賞しました。この度受賞出来ま

したのは、会員の皆さん、共に

ご支援くださいました皆さんの

おかげとお礼申し上げます！ 

 稲穂の会は、『稲穂サロ

ン』を毎月第４月曜日13時

から新道寺第一公民館で開

催しています。ゲーム・雑

談・体操・講演・その他民

生委員・福祉協力委員の助

新 道 寺 一 稲 穂 の 会 

市長表彰おめでとう 

言等々を参考に計画しています。毎回楽しみに参加していた

だき、明るい笑顔で終わります。12月は、クリスマス会を行

い、楽しいひと時を過ごしました。途中、武内市長がお越し

になり、ご挨拶を頂きました。 

 また、稲穂の会は、健康第一長寿を祝い、80歳の長寿祝

い・88歳等誕生日に些少ながらお祝いを差し上げておりま

す。その他、地域のボランティア活動としてJR石原町駅構

内・公園の清掃、天疫神社の夏・秋の祭り前の清掃と餅つき

も行っています。今年も、健康で楽しく１年を過ごせるよ

市民講座 ～薬剤師による健康講話～ 

講師：薬剤師  平川 剛 氏 

東谷市民センター講堂にて 

陽 な た カ フ ェ  

1月27日(月) 10時～ 

（健康づくり部会食育部主催） 

★東洋医学のお話  ★絵本の読み聞かせ 

    ★オカリナと二胡の演奏 

（東谷市民センター 第一和室にて） 

12/10 イルミネーション点灯 

12/21 門松設置 

1/4 謹賀新年 

奴さんがお出迎え 

 （呼野町内 島田さん 作） 


